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歌うも笑うも脳の運動
〜  チャレンジ介護予防（運動教室）  〜
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自主防災活動
災害からみんなの命を守る

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
約
６
４
０
０
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
犠
牲
に

な
っ
た
一
方
で
、
２
万
人
以
上
の
人
が
、
倒
壊
し

た
家
屋
の
下
や
転
倒
し
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ

た
状
態
か
ら
、
隣
近
所
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
震
災
を
契
機
に
、
私
た
ち
は

地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
重
要
性
、
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
、
同
震
災
後
は
、

全
国
各
地
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
巨
大
地

震
と
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
に

よ
っ
て
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
っ
た
一
方
で
、
自
主
防
災

組
織
が
機
能
し
た
地
域
で
は
、

住
民
を
高
所
へ
と
避
難
さ
せ
、

全
員
無
事
に
助
か
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
存
在
感
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
構
成
員
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
な
ど
に
よ

る
活
動
の
停
滞
な
ど
多
く
の
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
今
一
度
自
主
防
災

活
動
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
時
に
必
要
な
助
け
や

支
援
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
な
か
で
も
、

住
民
自
身
が
協
力
し
て
自
分
た
ち
の
身

を
守
る
「
共
助
」
が
防
災
の
要
と
い
え

ま
す
。
災
害
時
、
一
刻
も
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
は
、
自
分
た
ち
で
自
ら
の

身
の
安
全
を
守
り
、
隣
近
所
の
人
た
ち

と
協
力
し
て
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち
を

救
助
、救
援
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
自
治
会
単
位
等
で
組
織
さ

れ
る
自
主
防
災
組
織
の
役
割
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
要
と
な
る

「
共
助
」

総務課（☎内線274）

共助とは
「自分たちの住んでいる地域は自分たちで守る」
ということ。
　これが地域を守る、最も効果的な方法です。災害時
に頼りになるのは、隣近所の人たちです。普段から近
所づきあいを大事にしておけば、近隣住民が何かあっ
たときに助けてくれます。また、あなた自身が隣近所
の人たちを助けにいけます。
　昔はどんな場所だったのか、どんな災害が起きてい
たのかなど、地域の特性は昔からその地域に住んでい
る人がよく知っています。地域で自主防災組織を結成
し、地域の特性を把握したうえで、住民同士で災害に
備えましょう。

たとえば…
◎火が出たら、消火栓による初期消火。
◎がれきの中から、力を合わせて救出する。
◎避難所を運営する。

共助
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自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民

が
連
携
し
、
防
災
活
動
を
お
こ

な
う
組
織
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日
ご
ろ

は
、

❶
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

❷�

防
災
訓
練
や
地
域
の
防
災
安
全
点
検
の

実
施

❸
防
災
資
機
材
の
備
蓄

と
い
っ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
は
、

①
負
傷
者
の
救
出
・
救
護

②
初
期
消
火
活
動

③
住
民
の
避
難
誘
導

④
避
難
所
の
運
営

な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

　

特
に
大
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害

時
に
は
、
交
通
網
の
寸
断
、
通
信
手
段
の

混
乱
、
同
時
多
発
の
火
災
な
ど
で
、
消
防

や
警
察
な
ど
も
、
同
時
に
す
べ
て
の
現
場

に
向
か
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
事
態
に
備
え
、
地
域
住
民
が
連
携
し

て
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
自
主
防
災
組
織
の
役
割
で
す
。
あ
な
た

と
あ
な
た
の
ま
ち
を
守
る
た
め
に
自
主
防

災
組
織
を
結
成
し
「
災
害
に
強
い
ま
ち
」

を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

組
織
の
構
成
は
、
構
成
員
の
数
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
班
ご
と

に
役
割
を
分
担
し
、
そ
れ
を
本
部
が
統
制

す
る
形
が
一
般
的
で
す
。
具
体
的
な
班
割

り
と
し
て
は
、
災
害
に
関
す
る
正
し
い
情

報
の
収
集
と
住
民
に
対
す
る
情
報
の
伝
達

を
す
る
情
報
班
、
出
火
防
止
の
た
め
の
活

動
お
よ
び
初
期
消
火
活
動
を
す
る
消
火

班
、
負
傷
者
の
救
出
・
救
護
活
動
や
避
難

所
へ
の
搬
送
を
す
る
救
出
救
護
班
、
住
民

を
避
難
場
所
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
誘
導

す
る
避
難
誘
導
班
、
食
料
・
水
な
ど
の
配

分
や
炊
き
出
し
な
ど
の
給
食
・
給
水
活
動

を
す
る
給
食
給
水
班
な
ど
で
す
。

自
主
防
災
組
織
は

な
ぜ

必
要
な
の
？

一
般
的
な

組
織
の
構
成
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

自助

公助

自助とは、
「自らの身は自分で守る」
ということ。普段から災害に関す
る知識を身につけ、災害を正しく
理解し、何を備えておけばよいか
を考え、災害に対する準備をして
おいてください。

たとえば…
◎自宅に安全な空間をつくる。
◎�地震の揺れのなかでは、真っ先
に命を守る行動をとります。

◎�揺れがおさまったとき、目の前で火災が発生
していたら、ただちに消火します。

公助とは、
自治体の機関（消防、警察など）、消防団、
自衛隊などの活動のことです。

たとえば…
◎�市区町村はもちろん、各機関とも、災
害の発生からできるだけ早く、すべて
の能力を応急対策活動にあてられるよ
う備えています。

自主防災活動
災害からみんなの命を守る
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平
常
時
と
災
害
時
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
の
役
割
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
組
織
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら
み
ん
な
で
連
携

し
あ
い
な
が
ら
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ

自
主
防
災
組
織
の

具
体
的
な

役
割
は
？

と
が
大
切
で
す
。

● 平常時の活動 ●

防災知識の
普 及

防災新聞等の発行、防災カルテ・防災地図の
作成、防災講習会・映画上映会の開催、地域
のお祭りや運動会等での防災イベントの実
施、防災キャンプの実施

防災巡視・
防 災 点 検

各家庭の防災用品の点検、燃えやすい物の放
置状況、ブロック塀や石垣、看板、自動販売
機等、倒れやすいものの点検など

防災資機材
の 整 備

ヘルメット、消火器、担架、ハンマー、バー
ル、大型ジャッキなどの作業道具、非常食、
救急医薬品等の防災資機材や備蓄品の管理

防災訓練の
実 施

初期消火訓練、避難誘導訓練、救出・救護訓
練、給食・給水訓練、情報収集・伝達訓練な
ど

● 災害時の活動 ●

情報の収集・
伝 達

市区町村や消防署等の公的防災機関と連絡を
取り合い、災害に関する正しい情報を住民に
伝達する

救 出 活 動 負傷者や倒壊した家屋などの下敷きになった
人たちの救出・救助活動

初 期 消 火
活 動

出火防止のための活動や、消火器、消火栓な
どによる初期消火活動

医 療 救 護
活 動 負傷者の応急手当て、救護所への搬送など

避 難 誘 導
地域住民等の安否確認、避難所などの安全な
場所への避難誘導、災害時要援護者への援助
など

給食・給水
活 動

備蓄食料等による給食、救援物資（食事、飲
料水など）の避難場所への運搬および配分



� 2013.6.  広報 

自主防災組織のつくり方
　自主防災組織は、地域の実情などにより規模も変わります。
　地域のみなさんが、防災活動をおこなう場合に、お互いに協力して「私たちのまちを
守る」という連帯感や、日常生活を営むうえで、一体性を有し活動できることが望まし
いと考えられます。具体的には、地域の互助やコミュニティ活動等を主な目的としてい
る自治会が主体となり結成、活動していくことが望ましいでしょう。自治会の役員会や
総会などで、自主防災組織について、議題としてとりあげることからはじめましょう。
　自治会で結成に向け、具体的にどのように進めるかなどの相談は、総務課に連絡して
ください。

● 組織結成までの手順一例 ●

防
災
訓
練
の
実
施
や
資
機
材
を

保
有
す
る
。

事
業
計
画
に
基
づ
き
防
災
活
動

を
開
始
。

会
員
に
周
知
す
る
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成

総
会
等
で
自
主
防
災
組
織
結
成

案
を
審
議
し
同
意
を
得
る
。

役
場
で
組
織
設
立
の
方
法
や
防

災
計
画
の
つ
く
り
方
な
ど
に
つ

い
て
相
談
す
る
。

役
員
会
等
で
自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
を
議
題
に
す
る
。

➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡
自主防災組織の設立・活動への補助金の概要

　自主防災活動の促進を図るため、自主防災組織を設立し、活動している自治会等に対
して、活動の経費を補助します。積極的な活用をお願いします。
補助対象団体　自治会または町が認めた自主防災組織（以下「自治会等」という。）
補助対象経費　⑴�　設立支援補助金…必要な防災資機材の購入等、自主防災組織の設立

に要する経費
　　　　　　　⑵�　活動支援補助金…防災訓練、学習会等、自主防災組織の活動に要す

る経費
補助金の額　⑴　設立支援補助金（設立年度のみ交付します。）
　　　　　　　　イ　50戸未満　50,000円　　ロ　50戸以上100戸未満　100,000円
　　　　　　　　ハ　100戸以上　150,000円
　　　　　　⑵　活動支援補助金（設立年度の翌年度から交付します。）
　　　　　　　　イ　50戸未満　20,000円　　ロ　50戸以上100戸未満　40,000円
　　　　　　　　ハ　100戸以上　60,000円
申 請 方 法　�補助金の交付を受けようとする自治会等の代表者（以下「申請者」という。）

は、下記の必要書類を、総務課へ提出してください。
　　　　　　⑴　斑鳩町自主防災組織設立・活動支援補助金交付申請書（様式第１号）
　　　　　　⑵　設立・活動及び事業計画書、収支予算書　　⑶　規約及び防災計画書
実績報告等　�申請者は、事業年度が終了したら、翌年度の５月末日までに下記の書類を

総務課へ提出してください。
　　　　　　⑴　斑鳩町自主防災組織設立・活動支援補助金実績報告書（様式第３号）
　　　　　　⑵　設立・活動及び事業報告書、収支決算書
　　　　　　※申請書・実績報告書は総務課でお渡しします。

自主防災活動
災害からみんなの命を守る
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風
水
害
か
ら

　
　
身
を
守
る
た
め
に

　
こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
期
に
入
り
、
洪

水
・
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
す
。

　
風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
大
雨
や

台
風
な
ど
気
象
の
変
化
に
日
頃
か
ら
関
心

を
も
ち
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
地
域

の
避
難
場
所
や
安
全
な
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
い
ざ
避
難
と
な
っ
た
時
に
あ
わ
て
な
い

よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

備
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
事
前
に

知
っ
て
お
く
こ
と
、備
え
て
お
く
こ
と
は
、

落
ち
着
い
た
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
、
避
難
勧
告
ま
た
は
避
難
指

示
が
発
令
（
表
１
参
照
）
さ
れ
、
サ
イ
レ

ン
の
種
類
（
表
２
参
照
）
に
よ
っ
て
災
害

の
状
況
が
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
車
、
サ
イ
レ
ン
等
で
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
な
ど
避
難
に
関
す
る
情
報
が
発

令
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

表
１ 

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

流
れ
込
ん
で
く
る
と
、
そ
れ
が
前
線
を
刺

激
し
て
局
地
的
に
大
雨
が
降
り
、
大
災
害

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
や
洪
水
の
注
意
報
や
、
警
報
が
出

た
ら
、集
中
豪
雨
の
起
こ
る
場
合
を
考
え
、

早
め
の
避
難
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
の
時
期
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
ど
の
く

ら
い
の
雨
で
危
険
に
な
る
か
を
あ
ら
か
じ

め
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
最
も
大
切

な
心
構
え
は
、い
か
に
危
険
を
察
知
し
て
、

早
く
避
難
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

斑
鳩
町
の
大
雨
洪
水
注
意
報
・

警
報
の
発
表
基
準
は

　

斑
鳩
町
の
大
雨
洪
水
注
意
報
は
、
大
雨

（
１
時
間
に
雨
量
が
30
㎜
以
上
の
基
準
に

到
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
場
合
）
に

よ
り
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予

測
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

斑
鳩
町
の
大
雨
洪
水
警
報
は
、
大
雨
（
１

時
間
に
雨
量
が
50
㎜
以
上
の
基
準
に
到
達

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
）
に
よ
り

重
大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
の
発
令
と
サ
イ
レ
ン
の
種
類

集
中
豪
雨
と
避
難
対
策

　

狭
い
範
囲
に
夕
立
の
よ
う
な
大
量
の
雨

が
降
る
集
中
豪
雨
は
、
梅
雨
の
終
わ
り
ご

ろ
に
最
も
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
州
一
帯
に
停
滞
し
て
い
る
梅
雨

前
線
に
、
南
か
ら
湿
っ
た
空
気
が
多
量
に

　 発令基準 伝達方法

避難
準備
情報

災害発生の可能性が予想され、災
害時要援護者等、特に避難行動に
時間を要する者が避難行動を開始
する必要がある場合

広報車による伝達、有線放送
（音声遠隔システム）、FM 西
大和（81.4MHz）、防災情
報メール、口頭による伝達等

避難
勧告

地域や土地建物等に災害が発生す
るおそれのある場合

広報車による伝達、有線放送
（音声遠隔システム）、FM 西
大和（81.4MHz）、防災情
報メール、口頭による伝達等

避難
指示

状況が悪化し、避難する時期が切
迫した場合、または、災害が発生
し現場に残っている人がいる場合

有線放送（音声遠隔システ
ム）、FM 西大和（81.4MHz）
防災情報メール、口頭伝達、
サイレン等

～ 
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

　

必
要
な
防
災
の
備
え
と
そ
の
知
識 

～



� 2013.6.  広報 

表
２ �

サ
イ
レ
ン
の

　
　
　

 

種
類

内　容 サイレン吹鳴と時間
水防団員、消
防機関に属す
る者の出動

約５秒　　　　　　　約５秒
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約６秒　　　　　　　約６秒

必要と認めた
区域内の居住
者の避難

約１分　　　　　　　約１分
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約５秒　　　　　　　約５秒

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
情
報
」

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
登
録
画
面
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。「
手

続
き
の
方
法
」
の
手
順
に
沿
っ
て
、
登
録

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
完
了

メ
ー
ル
が
届
け
ば
、
登
録
完
了
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
雨
や
台
風
な
ど
の
と
き
に

と
る
行
動
は
？

•�
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
は
気

を
つ
け
る
。

•�
降
雨
の
状
態
、
河
川
な
ど
の
増
水
、
が

け
崩
れ
や
土
石
流
の
前
兆
に
は
注
意
す

る
。

•�
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
で
は
、
畳

や
家
具
を
早
め
に
高
い
と
こ
ろ
に
移
せ

る
よ
う
に
し
て
お
く
。

•�
停
電
や
断
水
に
備
え
て
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
飲
料
水
な
ど
非
常
持
出
品

（
表
４
参
照
）
を
用
意
し
、
い
つ
で
も

避
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

•�
洪
水
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
お
そ
れ
の
あ

る
地
域
で
は
、
早
め
に
避
難
す
る
。

•�
危
険
な
と
き
は
、
隣
近
所
で
知
ら
せ
合

い
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
協
力
し
合

う
。　
な
ど

避
難
す
る
と
き
に
注
意
す
る

べ
き
こ
と
は
？

•
電
気
、ガ
ス
な
ど
の
元
栓
は
必
ず
切
る
。

•�
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き
ん
を
か
ぶ
り

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
に
運
動
靴
で
避
難
す

る
。

•�
非
常
持
出
品
な
ど
（
表
４
参
照
）
荷
物

は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
背
負
っ

て
避
難
す
る
。

•�
家
族
そ
ろ
っ
て
行
動
す
る
。

•�
が
け
下
、
川
べ
り
な
ど
危
険
な
と
こ
ろ

は
さ
け
、
よ
く
知
っ
て
い
る
安
全
な
道

を
選
ぶ
。

•�
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
な
ど
危
険
箇
所
を

確
認
し
な
が
ら
歩
く
。

•�
水
が
腰
ま
で
あ
る
と
き
は
、
高
い
と
こ

ろ
で
救
助
を
待
つ
。（
歩
行
可
能
な
水

深
は
、
女
性
約
50
㎝
、
男
性
約
70
㎝
）

•�
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
病
人
の

安
全
確
保
に
注
意
す
る
。　
な
ど

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
を

し
ま
し
ょ
う

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
は
、
災
害
に
よ
る
被

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
や
、

武
力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
等
を
メ
ー
ル
で

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。災
害
時
に
は
、

い
ち
早
く
情
報
を
得
る
こ
と
が
、
自
ら
を

守
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
防

災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
対
応

し
た
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
で
あ
れ
ば
、

メ
ー
ル
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
情
報
に
加
え
て
、
不
審
者
等

に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る
子
ど
も
安
全

安
心
メ
ー
ル
、
気
象
警
報
時
等
に
お
け
る

各
保
育
園
、
学
童
保
育
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
ご
と
の
対
応
を
配
信
す
る
学
校
等
施

設
緊
急
情
報
の
配
信
も
お
こ
な
い
ま
す
。

（
表
３
参
照
）

表
３ �
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
に
よ
り
受
信
で
き
る
内
容

配信種別 配信内容 配信選択

防災情報
（防犯情報も含む）

災害の発生が予想される、ま
たは災害発生時における住民
の生命と財産を守るための避
難勧告、避難指示等や武力攻
撃等といった緊急情報をはじ
め、避難時等における行政情
報、インフラをはじめとした
生活関連情報や身近な犯罪情
報を配信します。また、行方
不明者捜索情報も配信します。

必須登録項目
になります。

子ども安全安心メール 町内や周辺地域の不審者等に
関する情報を配信します。 希望する配信

種別（施設）
を選択して登
録することが
できます。複
数（5つまで）
の登録も可能
です。

学校等施設緊急情報（あわ保
育園、たつた保育園、斑鳩学
童、斑鳩東学童、斑鳩西学童、
斑鳩幼稚園、斑鳩東幼稚園、
斑鳩西幼稚園、斑鳩小学校、
斑鳩東小学校、斑鳩西小学校、
斑鳩中学校、斑鳩南中学校）

気象警報・地震発生時等の対
応を配信します。
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避難所施設 所在地 電　話 避難所施設 所在地 電　話
①斑鳩小学校 法隆寺南1-13-46 74－1201 ⑫中央体育館 龍田南1-1-61 75－3100
②斑鳩西小学校 神南2-4-25 74－3051 ⑬中央公民館 龍田南2-2-43 74－1511
③斑鳩東小学校 法隆寺南2-11-5 74－1501 ⑭西公民館 龍田西4-2-25 75－3911
④斑鳩中学校 龍田北1-20-1 74－1301 ⑮東公民館 興留5-5-28 74－4122
⑤斑鳩南中学校 目安北3-1-77 74－5800 ⑯法隆寺国際高等学校 高安2-1-1 74－3630
⑥斑鳩幼稚園 法隆寺南1-13-15 74－2353 ⑰消防コミュニティセンター 龍田南5-7-47 75－6341
⑦斑鳩西幼稚園 神南2-4-31 74－3981 ⑱いかるがホール 興留10-6-43 75－7743
⑧斑鳩東幼稚園 興留東1-1-16 74－5500 ⑲ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1-13-15 74－0990
⑨たつた保育園 龍田1-5-1 74－2203 ⑳生き生きプラザ斑鳩 小吉田1-12-35 70－1000
⑩あわ保育園 阿波3-5-33 74－1654 ㉑法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東1-4-6 ―
⑪あゆみの家 龍田南3-9-20 74－2123

表４  �非常持出品等のリスト

●一次持出品（非常持出品）
　災害発生時、最初に持ち出すもの。避難に支障のない重さ
にしましょう。（男性15㎏、女性10㎏程度）
■ 携帯ラジオ
■ 懐中電灯
■ �救急医療品…ばんそうこう、包帯、消毒薬、傷薬、鎮痛剤、

胃腸薬、持病の薬など
■ �非常食…ミネラルウォーター、缶詰、割りばし、缶きり、

栓抜き、粉ミルク（乳幼児用）など
■ �貴重品…現金（小銭から１万円札まで総額５万円程度）、

預金通帳、印かん、免許証、健康保険証など
■ �その他生活用品…衣類（着替え）、タオル、ウエットティッ

シュ（ティッシュ）、雨具、生理用品など
●二次持出品（非常備蓄品）
　災害から復旧するまでの数日間（３～５日程度）用意しま
しょう。
■ �飲料水…飲料水（１日１人３リットルを目安）、ミネラル

ウォーター（ペットボトル等）
■ �非常食…乾パン、米、缶詰やレトルトのおかず、ドライフー

ド、チョコレートなどの菓子類、調味料など
■ 燃料…卓上コンロ、携帯コンロなど
■ �その他の生活用品…生活用水（風呂や洗濯機に備蓄。乳

幼児に注意）、毛布、寝袋、新聞紙、洗面用具、ドライシャ
ンプー、ポリ容器、鍋・やかん、バケツ、トイレットペー
パー、ろうそく、ロープ、筆記用具、セロハンテープなど

災
害
に
備
え
て
地
域
で
の
交
流
を

　

災
害
時
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

ど
の
よ
う
な
被
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
隣
近
所
の
お
互

い
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

自
治
会
活
動
等
を
通
し
て
隣
近
所
と
交
流

す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は
、
直
接
地
域

の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
地
域
の
自
治
会
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
総
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
は
た
く
さ
ん
の

人
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
災
害
か
ら

地
域
を
守
る
た
め
、
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

年
齢
が
18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
健
康
な
人

な
ら
、
入
団
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
入

団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
団
員
定
数
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
役
場
総
務

課
（
☎
内
線
２
７
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

竜
田
川

消防コミュニ
ティセンター
         ⑰

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

斑鳩中学校
④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑪
あゆみの家

⑫
中央
体育館

中央公民館
⑬西公民館

⑭ ⑮東公民館

　法隆寺国際
⑯高等学校

富
雄
川R2

5

大和川

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑲ 法隆寺五丁地区

地域交流館
㉑

⑱いかるがホール

⑳生き生き
　　プラザ斑鳩

法隆寺五丁地区
地域交流館
㉑竜

田
川

消防コミュニ
ティセンター
         ⑰

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑲斑鳩中学校

④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑱いかるがホール

⑪
あゆみの家
⑳生き生き
　　プラザ斑鳩

⑫
中央
体育館

中央公民館
⑬西公民館

⑭ ⑮東公民館

富
雄
川R2

5

大和川

　法隆寺国際
⑯高等学校

⑪
あゆみの家

サイレン・
有線設置場所

有線設置場所

斑鳩町の
避難所施設

　いざというときに困らないよう、家族みんな
で災害時の役割分担を決めたり、避難所施設や
避難経路を確認しておきましょう。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全を
確保するため避難勧告・指示をおこなった場合
または避難を求める住民がいる場合に、その状
況に応じて安全な施設を指定し、開設します。
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総
務
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

木　

澤　

正　

男

　
　

副
委
員
長　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　

委　
　

員　
　

中　

川　

靖　

広

　
　
　

 

〃　
　
　

吉　

野　

俊　

明

　
　
　

 

〃　
　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　
　

 

〃　
　
　

小　

野　

隆　

雄

　
　
　

 

〃　
　
　

坂　

口　
　
　

徹

厚
生
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

里　

川　

宜
志
子

　
　

副
委
員
長　
　

辻　
　
　

善　

次

　
　

委　
　

員　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　
　

 

〃　
　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　
　

 

〃　
　
　

吉　

野　

俊　

明

　
　
　

 

〃　
　
　

伴　
　
　

吉　

晴

　
　
　

 

〃　
　
　

飯　

髙　

昭　

二

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

飯　

髙　

昭　

二

　
　

副
委
員
長　
　

辻　
　
　

善　

次

　
　

委　
　

員　
　

中　

川　

靖　

広

　
　
　

 
〃　
　
　

紀　
　
　

良　

治

　
　
　

 

〃　
　
　

小　

野　

隆　

雄

　
　
　

 

〃　
　
　

木　

澤　

正　

男

　
　
　

 

〃　
　
　

木　

田　

守　

彦

広
報
発
行
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

里　

川　

宜
志
子

　
　

副
委
員
長　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　

委　
　

員　
　

伴　
　
　

吉　

晴

　
　
　

 

〃　
　
　

紀　
　
　

良　

治

　
　
　

 

〃　
　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　
　

 

〃　
　
　

坂　

口　
　
　

徹

　
　
　

 

〃　
　
　

木　

田　

守　

彦

議
会
運
営
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

小　

野　

隆　

雄

　
　

副
委
員
長　
　

木　

澤　

正　

男

　
　

委　
　

員　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　
　

 

〃　
　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　
　

 

〃　
　
　

伴　
　
　

吉　

晴

　
　
　

 

〃　
　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　
　

 

〃　
　
　

坂　

口　
　
　

徹

臨
時
議
会
で
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

議　
長
に
中
西
和
夫
氏

副
議
長
に
伴　

吉
晴
氏

　
５
月
９
日
に
開
か
れ
た
第
２
回
町
議
会

臨
時
会
で
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
議

長
に
中
西
和
夫
氏
、
副
議
長
に
伴
吉
晴
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
が

お
こ
な
わ
れ
、
下
記
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
地
方
議
会
の

責
任
と
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
住
民
皆
様
の
代
表
者
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
再
認
識
し
、
よ
り
一
層

「
開
か
れ
た
議
会
」「
活
力
あ
る
議
会
」
と

な
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て
、
住
民
皆
様
と
と
も
に
、

さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の

　

あ
い
さ
つ議長　中西和夫副議長　伴　吉晴

臨
時
議
会
で
新
役
員
選
出
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瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）

　

警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕

事
に
就
い
て
い
た
人
が
対
象
と
な
る
「
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
発
令
さ
れ
、
斑
鳩
町

か
ら
上
澤
津
勝
英
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
澤
津
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か
ら
平
成
15

年
ま
で
の
約
35
年
間
、
大
阪
府
警
本
部
や
東

住
吉
警
察
、
西
成
警
察
な
ど
で
警
備
業
務
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
役
時
代
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ラ
グ
ビ
ー

や
花
の
万
博
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
警
備
や
、

水
崎
町
交
番
爆
破
事
件
な
ど
の
極
左
ゲ
リ
ラ

関
連
事
件
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
た
そ
う
で
、

「
夜
道
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
る
な
ど
、
危
険
な

目
に
も
何
度
も
遭
い
ま
し
た
が
、『
国
民
の

安
全
を
守
ら
ね
ば
』
と
い
う
正
義
感
は
衰
え

ず
、
不
思
議
と
恐
怖
心
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。」
と
振
り
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
官
後
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
を
し
て
、
ス
ー
パ
ー
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
精
力
的
に
こ
な
し

て
お
ら
れ
、
今
後
も
体
力
の
続
く
限
り
働
い

て
、
社
会
に
貢
献
し
続
け
た
い
と
、
力
強
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

上
澤
津
勝
英
さ
ん

（
龍
田
南
２
丁
目
）

（単位　件）

　斑鳩町公文書の開示に関する条例（平成10年３月斑鳩町条例第１号）第19条及び斑鳩町個人情報保護
条例（平成10年６月斑鳩町条例第27号）第24条の規定により、平成24年４月１日から平成25年３月31日
までの間の各実施機関におけるこれらの条例の運用状況を次のとおり公表します。

1．公文書開示請求の件数及び処理の状況

2．不服申立ての件数及び処理の状況　　０件

3．公文書任意開示申出の件数及び処理の状況　　２件
　　内訳　町長部局　１件（開示）、１件（一部開示）

5．個人情報の訂正及び削除の請求件数並びに不服申立ての件数　　０件
　※�なお、公文書開示請求の内容及び処理状況の詳細については、情報公開総合公開窓口において閲覧
できます。

（平成24年度）

4．個人情報開示請求の件数及び処理の状況　　８件
　　内訳　町長部局　７件（開示）、1件（一部開示）

実　施　機　関 開示請求
件　　数

処　　　　理　　　　状　　　　況
取 下 げ

開　　示 一部開示 非 開 示 不 存 在 処 理 中
町 長 ４ ２ ０ ０ ０ ０ ２
教 育 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
選 挙 管 理 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
公 平 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
農 業 委 員 会 ２ １ １ ０ ０ ０ ０
固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
水 道 事 業 管 理 者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
土 地 開 発 公 社 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
文 化 振 興 財 団 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　　　　　計 ６ ３ １ ０ ０ ０ ２

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）
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不
法
滞
在
・
就
労
防
止
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
‼

　

不
法
滞
在
者
と
は
、「
偽
造
パ
ス
ポ
ー

ト
や
密
航
船
な
ど
で
不
法
に
入
国
す
る

者
」、「
在
留
期
間
を
超
え
て
日
本
に
滞

在
す
る
者
」
を
指
し
、
そ
の
多
く
が
働

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
不
法
滞

在
者
が
働
い
た
り
、
働
く
こ
と
が
認
め

ら
れ
な
い
在
留
資
格
で
在
留
す
る
人
が

働
く
こ
と
は
、不
法
就
労
活
動
に
な
り
、

労
働
面
だ
け
で
な
く
、
風
俗
・
治
安
な

ど
の
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
外

国
人
を
雇
っ
た
事
業
主
や
不
法
入
国
を

援
助
し
た
人
等
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
国
人
を
雇

用
す
る
と
き
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や

在
留
カ
ー
ド
等
を
見
て
在
留
資
格
や
在

留
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

不
法
滞
在
者
、
不
法
就
労
者
等
の
情
報

を
見
聞
き
さ
れ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず

１
１
０
番
ま
た
は
西
和
警
察
署
ま
で
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　町役場では、職員の欠員や業務の増加による臨時的補充のため、一般事務職や
保育士、統計調査員等の臨時職員登録の募集をおこなっています。なお、職種に
より採用前に面接をおこなう場合があります。募集職種は次のとおりです。応募
資格や必要書類等、詳しくは町役場ホームページで確認してください。また、仕
事の内容について詳しく知りたい場合は、募集職種の所管課（所管課がわからな
い場合は総務課）に問い合わせてください。
登�録方法　総務課へ必要書類を持参してください。（土・日・祝日を除く午前８
時30分～午後５時30分）

臨
時
職
員
随
時
登
録
の
お
知
ら
せ

区　分

職　種
登録
期間 応　募　資　格 提　　出　　書　　類 雇用

期間等

一 般 事 務 職

登
録
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

当町在住か当町への通勤が
可能で昭和28年４月２日以
降に生まれた人
ただし、一般事務職および
一般事務職（図書館勤務）
については、パソコン（ワー
ド・エクセル）を使える人

履歴書１通（市販の用紙で応募者自
筆のもの）

１
回
の
雇
用
期
間
は
６
か
月
ま
で
で
、
職
種
の
重
複
登
録
が
可
能
で
す
。

一 般 事 務 職
（ 図 書 館 勤 務 ）

給 食 調 理 員

ご み 収 集 処 理
作 　 業 　 員

用 　 務 　 員

保 　 育 　 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、保育士証の写し

保 　 健 　 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、保健師免許証の写し

看 　 護 　 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、看護師免許証の写し

幼 稚 園 講 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、幼稚園教諭免許状の写し

小・中学校講師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、小・中学校教諭免許状の写し

管 理 栄 養 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、管理栄養士免許証の写し

栄　　養　　士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のも
の）、栄養士免許証の写し

発 掘 作 業 員
当町在住か当町への通勤が可能で発
掘作業員は昭和18年４月２日、発掘
調査補助員は昭和28年４月２日（経
験者は昭和14年４月２日）以降に生
まれた人で、健康かつ作業に従事で
きる人

履歴書１通（市販の用紙で応募者自
筆のもの）

発掘調査補助員

統 計 調 査 員 当町在住で健康かつ訪問調
査に従事できる人
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丈夫　そんな人こそ　検診を
～ 保健センターサポーターによる検診啓発 ～

4 / 2 1 ・町内各所

　いつまでも健康な体を維持するために、まさか

の病気の発見を早め、早期治療につなげてもらお

うと、保健センターでは、検診の受診を呼びかけ

る運動をおこなっています。その一環として、保

健事業のボランティアである保健センターサポー

ターのみなさんにより、検診受診の呼びかけが、

町内各所でおこなわれました。検診の大切さをサ

ポーターから伝えられたまちの人からは、「忙し

くてついつい受けそびれていたけど、計画を立て

て受診したいと思います。」という声も聞かれま

した。

大

室は　時の旅への　出入口？
〜 春季　史跡藤ノ木古墳石室特別公開 〜

5 / 4 ～ 5 ・藤ノ木古墳

　藤ノ木古墳の歴史や魅力を体感する機会とし

て、藤ノ木古墳の石室特別公開がおこなわれ、

たくさんの観光客や考古学ファンでにぎわいま

した。

　想像以上にきれいな石組みや広い石室内に驚

く人も多く、古代斑鳩へのタイムトリップを楽

しんでいるようでした。見学の後も斑鳩文化財

センターや法隆寺等へ歩いて散策する人が多

く、穏やかな春の斑鳩を堪能しているようすで

した。

石 返れ　運動機能と　脳機能
〜 認知症予防講演会 〜

4 / 1 3 ・生き生きプラザ斑鳩

　いつまでも元気で生き生きと暮らせるように、「日

常生活の中で取り組める運動・脳機能向上」と題して、

講演会が開かれました。

　第1部の医療法人厚生会　わかくさ郡山館の藤原達

成先生の運動指導では、正しい姿勢や呼吸の仕方を体

に覚えさせるための体操を実践、第2部のくもん学習

療法センターの杉江哲先生による講演では、脳の前頭

前野の働きを中心に、心と体の健康を保ち、認知症を

予防するための生活の仕方について説明され、参加者

のみなさんは熱心に聞いておられました。

若

つらつと　動ける体を　いつまでも
〜 チャレンジ　介護予防！（運動教室） 〜

4 / 2 3 ・生き生きプラザ斑鳩

　いつまでも健やかに暮らせるよう毎月２回おこな

われている「チャレンジ介護予防！」の運動教室。

この日はストレッチやステップ運動に加え、ギター

の音色に合わせて歌も歌う音楽療法を取り入れた楽

しい教室になりました。集まった50人以上の参加

者は、それぞれ自分のペースで体を動かし、さわや

かな笑顔をされていました。

　さらにステップ台を使っての乗降運動もおこない

ました。飽きの来ない運動が無理なく続けられると

好評のこの教室は、毎月広報「斑鳩」お知らせ版に

その日程を掲載しています。

　興味を持たれたら、ぜひ一度参加してみてくださ

い。

は
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ゴちゃんと　桜花昇ぼるは　名コンビ？
〜 パゴちゃんがＯＳＫの舞台に登場 〜

4 / 1 8 ・大阪松竹座

　４月19～29日にＯＳＫ日本歌劇団の公演

「レビュー春のおどり～桜咲く国」がおこなわ

れ、その公開舞台稽古に斑鳩町のマスコット

キャラクター、パゴちゃんが登場しました。斑

鳩町観光大使であるＯＳＫトップスターの桜花

昇ぼるさんを応援しようとかけつけたもので、

斑鳩の魅力を発信し続けるふたりが初めて舞台

上で並び、たくさんの来場者や報道関係者にア

ピールしていました。

　11日間にわた

る公演は大盛況の

うちに幕を閉じ、

今後の桜花さんの

さらなる飛躍が期

待されます。

パ 咲くと　鳥もはたらく　竜田川
〜 聖徳太子歴史資料室講座 〜

4 / 2 0 ・町立図書館

　竜田川周辺で鳥たちを長年観察してこられた勝田均

さん・緑さんを講師にお招きしての人気の講座、シリー

ズ２回目の今回は、「竜田川周辺の鳥たち～春から夏

は大忙し～」と題して開かれました。

　春になるとさえずりはじめる「斑鳩四鳴鳥」ウグイ

ス、ホオジロ、イソヒヨ

ドリ、イカルの鳴き声の

紹介にはじまり、カラス

の愛情たっぷりの子育て

や、危険と隣り合わせで

必死に巣作りをするツバ

メのようすなど、身近な

がら意外と知らない鳥た

ちの生態について語ら

れ、受講者のみなさんは

興味深そうに聞かれてい

ました。

花

んばって！　もうすぐパパママ　一年生
〜 パパママスクール 〜

4 / 2 0 ・生き生きプラザ斑鳩

　はじめて赤ちゃんのお世話をすることになるプレパ

パ、プレママを対象に４回シリーズで開かれている保

健センターのパパママスクール。その春コース２回目

の講座「赤ちゃんがやってきた～おふろ大好き～」が

おこなわれました。

　講師の菊池光先生により、沐浴の仕方の基本的な説

明がされたあと、赤ちゃん人形を使っての実習。その

ほかお父さんが赤ちゃんの重さのジャケットを着て妊

婦体験をしたり、着替えやおむつ替えの練習をするな

ど、参加したみなさんは、赤ちゃんがやってくる心の

準備を楽しんでいるようすでした。

が 布団で　体も心も　あたたかく
〜 虹の家から手づくり座布団の贈り物 〜

4 / 1 7 ・斑鳩町役場

　特定非営利活動法人「虹の家」のみなさんの

手によって手編みでつくられた座布団25枚が、

町役場に寄附され、役場庁舎に設置されている

待合用の椅子に敷かれました。

　「作業所の活動が少しでも町民のみなさんの

お役にたてれば嬉しいと思い、メンバーと一緒

にお持ちさせてもらいました。」と話された虹

の家の吉村施設長に、小城町長は感謝を伝え、

訪れたメンバー一人ひとりに笑顔で声をかけて

いました。

座



斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200） 最新技術の航空レーザを用いての測量の実施
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●
お
す
す
め
の
本
●

６
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

　
「
絵
本
を
ひ
ら
く
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん

と
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
も
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瓦
塚
古
墳
群
に
つ
い
て

　

瓦
塚
古
墳
群
は
、
斑
鳩
町
三
井
に
所
在

し
、
法ほ
う

起き

寺じ

の
北
西
方
向
の
丘き
ゅ
う
り
ょ
う陵
上
に
位

置
す
る
５
世
紀
初
め
頃
の
古
墳
群
で
す
。

全
長
97
ｍ
の
前ぜ
ん
ぽ
う方
後こ
う
え
ん
ふ
ん

円
墳
の
1
号
墳
や
、

全
長
95
ｍ
の
前
方
後
円
墳
の
2
号
墳
な
ど

か
ら
な
る
古
墳
群
で
、
昭
和
50
年
度
の
1

号
墳
に
お
け
る
発は
っ
く
つ掘

調
査
で
は
、
家い
え
が
た形

埴は
に

輪わ

や
円え
ん
と
う筒
埴
輪
な
ど
の
多
く
の
埴
輪
や
魚さ
か
な

形が
た

土ど

製せ
い
ひ
ん品
等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
町
内

で
最
も
大
き
な
古
墳
で
あ
り
、
古
墳
時
代

中
期
に
大
き
な
力
を
有
し
た
と
さ
れ
る
平へ

群ぐ
り

氏
の
首
長
墓
で
は
な
い
か
と
の
考
え
も

あ
り
ま
す
。
な
お
、
1
号
墳
の
主
要
な
出

土
品
は
、
平
成
22
年
11
月
に
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
「
斑
鳩
の
古
墳
展
」
に

て
里
帰
り
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
は

　

航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
な
ど
の
小
型
の
航
空
機
か
ら
、
レ
ー

ザ
光
を
発
射
し
て
、
地
形
を
立
体
的
に
計

測
す
る
測
量
技
術
で
、
木
の
葉
の
隙す
き

間ま

か

ら
地
面
を
測
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
樹
木
が
茂
っ
て
い
て
地
上
で
の
測
量

が
困
難
な
場
所
や
、
人
が
立
ち
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
所
で
も
高
精
度
に
か
つ
安

全
に
測
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
近
年
、
大
型
の
古
墳
や

古
墳
が
密
集
す
る
古
墳
群
等
の
文
化
財
調

査
に
応
用
さ
れ
、
県
内
で
は
、
新に
い
ざ
わ沢
千
塚

古
墳
群（
橿
原
市
）や
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳（
奈

良
市
）
や
箸は
し
は
か墓

古
墳
（
桜
井
市
）
等
の
測

量
調
査
が
実
施
さ
れ
て
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

航
空
レ
ー
ザ
測
量
調
査
成
果

　

今
回
の
調
査
は
、
町
指
定
文
化
財
へ
の

指
定
を
視
野
に
入
れ
た
町
内
に
所
在
す
る

歴
史
的
遺
産
の
保
存
と
活
用
を
図
る
た
め

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。
上
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
瓦
塚
古

墳
群
を
立
体
的
に
表
現
す
る
と
、
墳ふ
ん

丘き
ゅ
うの

現
状
を
わ
か
り
や
す
く
見
る
こ
と
が
で

き
、
１
号
墳
の
後
円
部
の
西
側
が
大
き
く

削け
ず

ら
れ
て
い
る
状
態
や
そ
の
南
側
の
2
号

墳
が
１
号
墳
の
主し
ゅ
じ
く軸

に
直ち
ょ
っ

交こ
う

す
る
位
置
に

あ
る
状
況
等
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ま
た
、

測
量
図
で
は
、
２
号
墳
の
詳
細
な
墳
丘
測

量
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
瓦
塚
古
墳
群
の
立
地
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
周
辺
域
の
測
量
を
実
施
し

た
際
に
、
古
墳
群
の
南
に
あ
る
独
立
丘
陵

の
「
岡お
か

ノ
原は
ら

」
に
所
在
す
る
山や
ま

背し
ろ
の

大お
お

兄え
の

王お
う

墓ぼ

に
治ち

定じ
ょ
う

さ
れ
て
い
る
「
富と
み

郷さ
と

陵り
ょ
う

墓ぼ

参さ
ん

考こ
う

地ち

」
が
、
直ち
ょ
っ

径け
い

30
ｍ
程
度
の
円え
ん

墳ふ
ん

で
あ
る

こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲ 瓦塚古墳群　赤色立体地図

　今月号では、6月25日（火）
まで、斑鳩文化財センターに
て開催している春季企画展

「斑鳩の文化財展　―平成24
年度実施の調査成果展―」に
おける調査成果の一つである

「瓦
かわら

塚
づか

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

航
こう

空
くう

レーザ測量
調査」についてお話します。

　

歴
史
の
節
目
と
も
言
え
る
三
・
一
一（
東

日
本
大
震
災
）
に
つ
い
て
、
戦
争
と
敗
戦

後
の
苦
し
い
時
代
を
体
験
し
た
思
想
家
、

文
学
者
は
今
何
を
考
え
、
何
を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
。
吉
本
隆
明
、
竹
西

寛
子
、
野
坂
昭
如
、
山
折
哲
雄
、
桶
谷
秀

昭
、
中
村
稔
、
古
井
由
吉
の
七
人
が
編
者

に
応
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
の
響
き

は
、現
世
に
対
す
る
警
鐘
と
も
い
え
ま
す
。

　

宮
川
匡
司
編
／
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

『
震
災
後
の
こ
と
ば
』

瓦
塚
１
号
墳

瓦塚２号墳



て
る
よ
う
に
」
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で
す
。

日
時　
６
月
７
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　

６
月
８
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

＊�

土
曜
日
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
申
込
が
必
要
で
す
。
一
週
間
前
か
ら

前
日
ま
で
に
電
話
（
☎
０
７
４
５
�
７

７
３
３
）・
ｆ
ａ
ｘ（
fax
０
７
４
５
�
７

７
３
５
）・
Ｅ
メ
ー
ル
（m

ailm
aster

　

�@
libraryikaruga.jp

）
に
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
町
立
図
書
館　

児
童
フ
ロ
ア

持�

ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
絵
本
ひ
き
か

え
券

対�

象
の
め
や
す　
６
ヶ
月
以
降
１
歳
未
満

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

　

詳
し
く
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.libraryikaruga.jp/

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
６
月
12
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

日
時　
６
月
22
日（
土
）
午
後
３
時
～

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
６
月
11
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
６
月
11
日（
火
）
午
前
11
時
～

男 女 共 同 参 画
社 会 を つ く ろ う

ver.135
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　女性も男性と同じ分だけ
　紅一点とは、青葉の中に一輪
の赤い花が咲いている、との故
事から、多くの平凡なものの中
に、ひとつだけ異彩を放つもの
が存在すること、転じて、多く
の男性の中にひとりだけ女性が
いることを言います。しかし、
多くの男性の中で活躍できる女
性がひとりだけでは、寂しいも
のです。私たち一人ひとりの意
識を高めることで、男性も女性
も、存分に活躍できる社会をつ
くっていかなければなりませ
ん。

～６月２３日（日）～２９日（土）は
男女共同参画週間です～

◎男女共同参画啓発パネル展示をおこないます◎　男女共同参画について、一緒に考えてみませんか。
　　日時：６月７日（金）～６月３０日（日）　　場所：生き生きプラザ斑鳩　フリースペース

◎町立図書館に、男女共同参画関係書籍コーナーを設置します◎
　　日時：６月１日（土）～６月１２日（水）　　場所：斑鳩町立図書館（いかるがホール内）

　内閣府は「男女共同参画による日本再生」をわかりやすくアピー
ルするキャッチフレーズを募集し、次の作品を最優秀作品として選
びました。今回は、私たちの男女共同参画度を確認してみましょう。

紅一点じゃ、足りない。



　パゴちゃんも生ごみ分別しているよ！野菜のくず
や、貝殻、魚の骨も分別収集に出せるよ。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

生ごみ分別収集モデル自治会になりませんか

4 3 2 1

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。
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●�なぜ、生ごみを分別するの？
　斑鳩町の可燃ごみ焼却施設は老朽
化のため、焼却処理を廃止しました。
現在はごみの焼却処理を民間業者に
委託していますので、可燃ごみの量
が減るほど、ごみ処理にかかる経費
も少なくなります。可燃ごみの約３
割をしめる「生ごみ」は、分別する
ことで、たい肥として活用できるた
め、可燃ごみ焼却量を大幅に減らす
ことができます。
　生ごみ分別収集をご検討いただけ
る自治会には、説明会も実施します。
気軽に、お問い合わせください。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

４月

３月

２月

平成25年度

平成24年度

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

4月の生ごみたい肥化量20,698㎏
　可燃ごみの7.3％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数2,920世帯（４月末）

● モデル世帯になるとお得！
＊可燃ごみ指定袋の使用枚数を減らせます。
＊�今なら、生ごみ分別用バケツ（水切りバケツ付）をさしあげ

ます。
＊�生ごみからできた「たい肥」を使用できます。（配布は年１

回程度の予定）

毎月10日と20日は陶器回収の日〈６月の陶器等回収日〉
　６月１０日（月）・６月２０日（木）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前２- ８- ９）（午前８時30分～午後３時30分）
　※�衛生処理場のみ、６月８日（土）、６月23日（日）も受け付

けします。
平成24年度1年間で約182.66トンの生ごみを堆肥化できました

● �現在、下記自治会で生ごみ分別収集に
ご協力をいただいています

　生ごみ分別収集モデル自治会（平成25年５月21日現在）
　32自治会（2,792世帯）

幸前、白石畑、並松西之町北、並松西之町南、並松東、並松中、
法隆寺東２丁目、高安西団地、西の山住宅、東里、神南、幸
進町、高塚町、五百井、三の二、芝ノ口東、第一地所、橋西北、
笠町、法隆寺第一団地、小吉田住宅、目安、紅葉ヶ丘、斑鳩
荘苑、橋東二、旭ヶ丘、西里、阿波、服部、駅前北、西興留、
三代川

※�個人で生ごみ分別収集にご参加いただく場合は、各公民館、役場、
生き生きプラザ斑鳩、いかるがホールに収集ボックスを設置して
います。収集日の確認、申込み等は環境対策課まで。

未来が変わる。
日本が変える。
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　斑鳩町では、毎年2回財政状況を公表し、町の収入や支出の状況などをお知らせしています。今
回は、平成25年3月31日現在の状況です。ただし、5月31日まで出納整理期間がありますので、
決算額とは異なります。	 企画財政課（☎内線253）

－ 平成24年度下半期 －

町　税

地　方
交付税

総務費

民生費

国・県
支出金

土木費

繰越金

衛生費

公債費

地方消費税
交付金 消防費

一般
会
計
の
予
算
執
行
状
況

その他その他

分担金及び
負担金 農林水産業費

町　債

使用料及び
手数料

教育費

土　　　地	 351,107㎡
建　　　物	 92,456㎡
有 価 証 券	 104万円
出　　　資	 5億3,264万円
基　　　金	 28億6,635万円
一時借入金	 0円

町　債
（借入金）の　
　　残　高

特別会計の予算の執行状況 財産の状況

※予算現額には、前年度繰越分2億3,232万円を含みます。

会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 36億3,706万円 26億5,971万円 33億9,789万円

大 字 龍 田 財 産 区 306万円 317万円 2万円

公 共 下 水 道 事 業 13億5,850万円 4億6,974万円 8億9,951万円

介 護 保 険 事 業 19億0,216万円 15億0,667万円 16億8,604万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億3,223万円 3億1,013万円 2億8,536万円

合　　　計 72億3,301万円 49億4,942万円 62億6,882万円

会　計　名 平成24年₃月31日　
残　　高

平成24年₄月₁日～平成25年₃月31日 平成25年₃月31日
残　　高借りたお金 返したお金

一 般 会 計 95億9,890万円 5億6,970万円 8億6,103万円 93億0,757万円

特別会計（下水道） 78億0,642万円 3億7,610万円 2億5,670万円 79億2,582万円

合　　計 174億0,532万円 9億4,580万円 11億1,773万円 172億3,339万円



主な連絡先
斑鳩町役場
	 0745-74-1001
上水道課
	 0745-74-1401
下水道課
	 0745-74-2406
町立図書館
	 0745-75-7733
中央公民館
	 0745-74-1511
東公民館
	 0745-74-4122
西公民館
	 0745-75-3911
中央体育館
	 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 0745-70-1000
保健センター
	 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 0745-74-0990
衛生処理場
	 0745-74-2371
西老人憩の家
	 0745-74-1517
東老人憩の家
	 0745-74-5050
三室休日診療所
	 0745-74-4100
いかるがホール
	 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●

182013.6.  広報 

種�

目　
日
本
画
、
洋
画
、
書
、
工
芸
、
手

芸
、
写
真
（
１
人
２
点
の
み
で
、
未
発

表
の
も
の
）

表�

彰　
優
秀
な
作
品
に
は
、
種
目
別
に
賞

状
と
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、

昨
年
度
入
賞
者
の
作
品
は
賞
の
対
象
か

ら
除
き
、「
参
考
作
品
」
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
。

申�
込
方
法　
6
月
27
日（
木
）ま
で
に
福
祉

課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出�

品
料　
１
，
０
０
０
円
（
申
し
込
み
ま

で
に
出
品
要
領
で
定
め
ら
れ
た
所
定
の

口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で

町
民
プ
ー
ル

７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

期
間　
７
月
１
日（
月
）～
８
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（�

受
付
午
後
４
時
ま
で
、
遊
泳
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

入�

場
・
資
格　
大
人
３
５
０
円
、
中
学
生

以
下
１
０
０
円
／
町
内
在
住
者

※
小
学
生
以
下
の
入
場
は
保
護
者
同
伴

第
42
回
奈
良
県
高
齢
者

美
術
展
作
品
募
集

　
　
　
　
　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
３
）

開
催
場
所
・
期
間　
奈
良
県
文
化
会
館

　

８
月
30
日（
金
）～
９
月
４
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
９
月
２
日（
月
）は
休
館
日
）

出�

品
資
格　
奈
良
県
在
住
の
満
60
歳
以
上

の
人
（
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み
）

復
興
の

　
未
来
と
生
命（
い
の
ち
）

　
　
　
　
　
　
照
ら
す
水

水
道
週
間

　
6
月
1
日

　
　
〜
7
日

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 11日㈫、18日㈫、25日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
27日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

6日㈭、13日㈭、20日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 12日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 4日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

℡  0744-44-2055
℻0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
14日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3028日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 15日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 

募　
集 

●

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 
ス
ポ
ー
ツ 

●

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

6月の相談
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写
真
展

「
法
隆
寺
～
四
季
を
巡
る
～
」

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

　

読
売
新
聞
社
が
昨
年
４
月
か
ら
20
回
に

わ
た
り
夕
刊
に
掲
載
し
た
連
載
「
斑
鳩
の

四
季
」
の
写
真
を
中
心
に
38
点
を
借
り
受

け
、
中
央
公
民
館
で
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
ご
と
に
姿
を
変
え

る
法
隆
寺
や
法
起
寺
な
ど
を
、
読
売
新
聞

大
阪
本
社
写
真
部
の
竹
田
津
敦
史
、
宇
那

木
健
一
両
記
者
が
と
ら
え
ま
し
た
。東
京
・

銀
座
、
大
阪
・
梅
田
、
札
幌
で
開
催
さ
れ

た
写
真
展
を
、
地
元
斑
鳩
町
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時　
６
月
７
日（
金
）～
13
日（
木
）

　
　
　
（
水
曜
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　
（
龍
田
南
２
丁
目
２―

43
）

就
学
予
定
児
教
育
相
談

教
育
委
員
会
総
務
課（
☎
内
線
２
３
４
）

来
年
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん

の
お
ら
れ
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

お
子
さ
ん
に
こ
ん
な
よ
う
す
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
か
。

●�

テ
レ
ビ
や
絵
本
を
見
る
と
き
、
極
端
に

近
づ
け
る
。

●�

名
前
を
呼
ん
で
も
気
が
つ
か
な
い
こ
と

が
あ
る
。

●�

手
足
を
動
か
そ
う
と
し
て
も
思
う
よ
う

に
動
か
せ
な
い
。言
葉
の
遅
れ
や
発
音
・

吃
音
が
気
に
な
る
。

●�
智
恵
づ
き
や
日
常
生
活
な
ど
発
達
が
全

体
的
に
遅
れ
て
い
る
。

●�

人
前
で
は
、
極
端
に
引
っ
込
み
が
ち
に

な
り
、
全
く
話
さ
な
い
。

●�

人
に
関
心
を
示
さ
ず
、
子
ど
も
ど
う
し

で
遊
び
あ
う
こ
と
が
な
い
。

●�

落
ち
着
き
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
じ
っ
と

し
て
い
な
い
。
…
な
ど

相
談
日　
７
月
31
日（
水
）

　
（
時
間
は
後
日
、
個
別
通
知
し
ま
す
）

場
所　
三
郷
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
三
郷
町
勢
野
西
１―

２―

２
）

相�

談
の
方
法　
１
人
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
１
時
間
程
度
で
、
特
別
支
援
教
育
関

係
の
先
生
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

申�

込　
希
望
者
は
、
町
内
の
幼
稚
園
・
保

育
園
・
教
育
委
員
会
に
あ
る
申
込
用
紙

で
、
所
属
の
園
ま
た
は
教
育
委
員
会
に

７
月
１
日（
月
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

そ�

の
他　
相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
よ
う
す

が
わ
か
る
も
の
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
母
子
手
帳
、記
録
、作
品
な
ど
）

第
６
期
斑
鳩
の
里

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　

斑
鳩
町
観
光
協
会

　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
６
８
０
０
）

　

斑
鳩
の
里　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

員
と
し
て
斑
鳩
を
案
内
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
説
明
会

　

６
月
22
日（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

６
月
26
日（
水
）
午
前
10
時
～

場�

所　
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
（
車
で
来
所

す
る
場
合
駐
車
料
金
１
０
０
円
必
要
）

申�

込　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

＊�

説
明
会
参
加
者
が
、
養
成
講
座
に
応
募

で
き
ま
す
。
説
明
会
後
、
養
成
講
座
の

申
し
込
み
を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
希
望

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

養�

成
講
座
回
数　

８
回
（
月
２
回
程
度
、

土
曜
日
）

養�

成
講
座
受
講
料　
四
千
円
（
法
隆
寺
友

の
会
入
会
金
含
む
）
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竜
田
川
の
自
然
と
歴
史

　
（
連
続
講
座
）

第
３
回　
竜
田
川
今
昔

　

―
 

竜
田
城
と

　
竜
田
川
付
替
の
歴
史 ―

　

中
世
末
、
竜
田
城
の
築
城
に
と
も
な
っ

て
、
竜
田
川
で
は
、
大
規
模
な
河
道
の
付

け
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
土
地
利
用
な
ど
、
竜
田
川
の
自
然
景
観

の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

日
時　
７
月
６
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
研
修
室
３
・
４

講
師　
平
群
町
教
育
委
員
会
参
事

　
　
　

村
社　

仁
史 

氏

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

申�

込　

６
月
30
日（
日
）ま
で
に
、
電
話
・

ｆ
ａ
ｘ
・
メ
ー
ル
ま
た
は
図
書
館
ま
で

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
た
だ

し
、
火
曜
日
、
６
月
13
日（
木
）～
６
月

20
日（
木
）の
特
別
整
理
期
間
は
除
き
ま

す
。）

問�

合
せ　
斑
鳩
町
立
図
書
館
・
聖
徳
太
子

歴
史
資
料
室
（
休
館
日
：
火
曜
・
祝
日
・

第
二
木
曜
・
特
別
整
理
期
間
）

電
話　
０
７
４
５
�
７
７
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
４
５
�
７
７
３
５

Ｅ
メ
ー
ル

　

m
ailm
aster@

libraryikaruga.jp

一
日
里
親
会
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

み
ん
な
で
夏
休
み
の
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
、
互
い
の
交
流
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
25
日（
木
）
雨
天
決
行

対�

象
者　
町
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
小
・
中
学
生

集
合　
法
隆
寺
観
光
自
動
車
駐
車
場

　
　
　

午
前
７
時
30
分

行�

き
先　
琵
琶
湖
博
物
館
と
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
（
滋
賀
県
）

申�

込　
６
月
17
日（
月
）ま
で
に
役
場
福
祉

課
へ
（
期
間
厳
守
）

児
童
手
当
の
現
況
届
は

７
月
１
日
ま
で
に

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

現
在
、
児
童
手
当
受
給
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
人
は
、６
月
中
に
「
現
況
届
」

を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
※

現
況
届
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
に
郵
送
し

ま
す
。）

　

現
況
届
と
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

状
況
や
６
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
以

降
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
受
給
資
格
に

該
当
す
る
人
は
、
申
請
の
手
続
き
を
お
こ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
当
は
申
請
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

受�

給
資
格　
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
中
学
校
修

了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

　
　
（
社
）
奈
良
経
済
産
業
協
会

　
　
　

奈
良
市
西
木
辻
町
93―

６

　
　
　

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内

（
☎
０
７
４
２
⑳
２
２
１
０
）

（
fax
０
７
４
２
⑳
２
２
１
５
）

企
業
合
同
説
明
会

　

県
内
の
求
人
企
業
18
社
に
よ
る
会
社
概

要
や
求
人
内
容
の
説
明
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無
料
職
業
紹
介
所

登
録
面
談
も
で
き
ま
す
。
事
前
申
込
は
不

要
で
す
。開
催
時
間
内
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
４
日（
火
）

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
番
11
）

対�
象
者　
平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
お
よ
び
お
お
む
ね
45
才
未
満
の
求

職
者

就
活
サ
ロ
ン

〜 

就
活
仲
間
と
情
報
交
換 

〜

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
活
動
を
通
じ
て
、
就

活
の
基
本
・
自
己
分
析
・
自
己
理
解
・
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
企
業
研
究
の
仕
方
等
を

身
に
つ
け
、
就
職
と
い
う
同
じ
目
的
を
持

っ
た
仲
間
と
と
も
に
早
期
就
労
を
め
ざ
す

場
で
す
。お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良

対�

象　
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
求
職
者

定
員　
各
回
10
人
程
度

申�

込　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、ｆ
ａ
ｘ

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

● 

手
続
き 

●
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「
あ
な
た
と
わ
た
し
が

　
　
　
　
　
奈
良
を
元
気
に

　

〜
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う
〜
」

　
　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー　

総
務
係

　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉗
２
３
０
０
）

　

内
閣
府
が
設
定
し
た
「
男
女
共
同
参
画

週
間
（
６
月
23
日
〜
29
日
）」
に
ち
な
み
、

次
の
期
間
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
講
演
、
劇
、
ビ
デ

オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
（
い
ず
れ
も
無
料
・

申
込
不
要
）の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
５
日（
金
）〜
７
月
７
日（
日
）

　

各
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
東
向
南
町
６
番
地

　
（�

近
鉄
奈
良
駅
②
ま
た
は
③
番
出
口
か

ら
東
向
商
店
街
入
っ
て
５
分
）

※�

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
の
詳
細
等
、
詳
し
く

は
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
総
務
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
斑
鳩
町
役
場
は
、
地
球
環
境
の

保
全
に
率
先
し
て
取
り
組
む
た
め
、

平
成
15
年
２
月
26
日
、
県
内
の
市

町
村
で
初
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
認
証
を
取
得
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
継
続
す

る
た
め
に
は
認
証
後
も
定
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
ど
お
り
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
昨
年
12

月
に
審
査
を
受
審
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
後
、
毎

年
、
取
り
組
み
の
内
容
が
向
上
し
て
い
る

と
い
う
評
価
（
向
上
・
維
持
・
低
下
・
不

可
の
４
段
階
評
価
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
球
環

境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

● 平成24年度取り組み結果は ●
　平成24年度に環境マネジメントシステムにより管理した79項目の
内61項目について目標を達成できました。役場庁舎内の電気、水道
等の使用量については、職員一人ひとりが省エネ、省資源に日頃か
ら心がけることにより、取り組み開始以降、基準年の実績を毎年下
回っています。
　エコいかるが運動（電気・水道等役場庁舎内での省エネ運動）に
関する取り組み結果は下表のとおりです。

ISO14001って？
　ＩＳＯは、「国際標準化機構」という民間組織の呼称で、
ネジのサイズを共通にしたり、フィルムの感光度を統一
するなど、世界共通の規格や基準を定めている機関です。
　ＩＳＯの規格はコード番号で表され、14001番は、
企業や自治体などが、組織として環境問題への取り組み
を継続的に進めていくことを約束し、実行するための仕
組み＝「環境マネジメントシステム」についての規格で
す。
　計画（Plan）実行（Do）点検（Check）見直し（Action）
を繰り返しおこない、継続的に環境を改善できる仕組み
として注目されています。
※詳しい取り組み結果は役場環境対策課で閲覧できます。
問合せ　環境管理事務局（環境対策課内）（☎内線134）

第
１
次
定
期
審
査
の
結
果
は

「
向
上
」

◆ エコいかるが運動に関する取り組み結果（役場本庁舎）◆

項　　目
平成13年度実績との比較

平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 平成13年度
（基準年）

電　　　気 74.9% 78.1% 87.1% 85.8% 100％
水　　　道 71.8% 72.2% 77.5% 73.5% 100％
重　　　油 77.3% 79.7% 92.0% 86.2% 100％
公用車燃料 53.4% 48.0% 66.9% 64.1% 100％
コピー用紙 98.8% 93.9% 97.9% 96.7% 100％
エコいかるが運動に
より削減できた経費 △4,137千円 △3,605千円 △2,552千円 △2,787千円 18,210千円

（経費総額）

６
月
の
納
税

○
町
県
民
税

　
　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

納
期
限

７
月
１
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平成２４年度 ISO14001
取り組み結果を公表します

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
３
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事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項
大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 6月18日㈫ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購
入してください。（容器代300円）

子宮頸がん検診

7月17日㈬

12：45～
　13：15
申込先着
30人

20歳以上の女性
（平成24年度に町
の検診を受診され
ていない人）

○ 検査当日に生理中の人は受診で
きません。

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

12：45～
　13：30
申込先着
40人

40歳以上の女性
（平成24年度に町
の検診を受診され
ていない人）

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45
申込先着
60人

40歳以上の女性
（平成24年度に町
の検診を受診され
ていない人）

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
•生理中の人

胃がん・肺がん
セット検診

7月18日㈭
7月19日㈮

8：30～
　10：00
申込先着
各70人

40歳以上 ○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。
○検査当日の朝は、絶飲食です。
　（ 水・煙草・薬も飲まないでく
ださい）胃 が ん 検 診

8：30～
　10：00
申込先着
各20人

35歳以上

肺 が ん 検 診
10：30～
　11：00
申込先着
各20人

40歳以上
○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。
　（容器代270円）

☆申し込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回です。】
☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax で申し込んでください。（fax0745−74−0903）
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前に申し込んでください。

斑鳩町に警報発表時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」までお問い合わせください。

食
育
講
演
会

日
時　
６
月
20
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

内
容　
「
一
日
の
は
じ
ま
り
は
朝
食
か
ら
」

講
師　
畿
央
大
学　

健
康
科
学
部

　

健
康
栄
養
学
科
教
授　

浅
野　
恭
代　
氏

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
２
階
会
議
室

定
員　
先
着
70
人

申
込　
６
月
３
日（
月
）～
６
月
19
日（
水
）

※
先
着
15
名
託
児
あ
り

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

日
時　
６
月
29
日（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

内
容　
「
不
安
障
害
に
つ
い
て

　
　
　

～
パ
ニ
ッ
ク
障
害
や

　
　
　
　
　
　

社
交
不
安
障
害
な
ど
～
」

講
師　
よ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

扇
谷　

嘉
成　

医
師

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

定
員　
先
着
80
人

申
込　
６
月
３
日（
月
）～
６
月
28
日（
金
）

野
菜
た
っ
ぷ
り
料
理

日
時　
６
月
26
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

事　業　名 月日 時間 定員 内　　容
こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ₆月17日㈪ 13 ： 00～15 ： 00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

個 別 栄 養 相 談
（栄養士による）

₆月20日㈭ ・
25日㈫
₇月₂日㈫ ・
12日㈮

10 ： 00～12 ： 00
13 ： 00～16 ： 30 各₃人 高血圧・高血糖・高コレステロールなど

の状態に応じた栄養相談
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パパママスクール（夏コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳　　　申込：　6月28日（金）まで

☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 6月19日㈬ 12：45～

　13：30 Ｈ23年10・11月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

子 育 て 教 室

6月21日㈮
9：45～
　10：00

就園までの児と
その保護者

○テーマ：楽しく遊ぼう！
内容：手遊び、ペープサートなど
※先着30組
申込：6月4日（火）～6月20日（木）

7月8日㈪
○テーマ：楽しく歯みがき！
内容：手遊び、ペープサートなど
※先着30組
申込：6月13日（木）～7月5日（金）

わんぱく広場

6月24日㈪

9：45～
　10：00 Ｈ24年6・7月生

○ 発達と育児のポイントについての話（し
つけ、卒乳等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：6月21日（金）まで

13：15～
　13：30

Ｈ24年12月生・
Ｈ25年1月生

○ 発達と育児のポイントについての話（赤
ちゃん体操等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：6月21日（金）まで

6月25日㈫ 9：45～
　10：00 Ｈ24年10・11月生

○ 発達と育児のポイントについての話（歯
みがき、事故防止等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：6月21日（金）まで

乳 幼 児 相 談
（個　別） 6月28日㈮ 9：30～

　11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：6月27日（木）まで

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 7月4日㈭ 12：45～

　13：30 Ｈ21年10・11月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、朝一番の尿
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 7月5日㈮ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：6月11日（火）～7月4日（木）
先着80人

2歳6か月児健診
（歯科） 7月11日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ22年10・11月生
〇歯科診察、フッ素塗布
※希望者のみ保護者の歯科診察あり
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

定
員　
先
着
30
人

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、   

ふ
き
ん
・
台
ふ
き
各
１
枚

費
用　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

申
込　
６
月
５
日（
水
）～
６
月
25
日（
火
）

キ
ッ
ズ
ト
ン
ト
ン
教
室

日
時　
６
月
19
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

内
容　
子
ど
も
が
自
分
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
理
体
験

対
象　
満
3
歳
以
上
未
就
園
の
親
子

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

定
員　
先
着
16
組

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、

ふ
き
ん
・
台
ふ
き
各
１
枚

費
用　
無
料

申
込　
6
月
4
日（
火
）～
６
月
18
日（
火
）

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
は

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
月
間
で
す
。

日
時　
７
月
10
日（
水
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
所　
斑
鳩
町
役
場

対
象　
16
～ 

69
歳
の
人

　
（�

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64

歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
）

※�

ご
本
人
の
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
な

ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
　～お産を知ろう～ 7月3日㈬ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産につい
ての話

赤ちゃんがやってきた！
　～おふろ大好き～ 7月20日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

どんな食生活が良いの？
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 7月30日㈫ 13：30～

　15：30
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
すぐに実践できるメニューを紹介

•乳歯は胎児の時にできている
•パパの子育てってどんなこと？ 8月3日㈯ 10：00～

　12：00
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康についての話
パパのための赤ちゃんとのふれあい遊びの紹介



６月号
平成25年６月１日発行

（通巻573号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₄₅₀人
　　（前月比　－₅）
　　男₁₃ , ₄₈₆人
　　女₁₄ , ₉₆₄人

　 　₁₁ , ₁₅₅世帯
　　（前月比　＋10）

（平成25年₄月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　「チャレンジ介護予防！」
の運動教室では、参加者数の
多さにびっくり。「まだまだ
これからの人生、元気でがん
ばらないと」というパワーを
感じました。若い人たちも負
けてはいられませんね。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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た

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　今年の男女共同参画をアピール
　　　するキャッチフレーズの最優秀
　　　作品は、「○○○じゃ、足りない。」
　　　さて何でしょう。　〈６月12日必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　　５月号のクイズの答　20周年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数18）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

６月４日～１０日は　歯と口の健康週間

健康は　食から　歯から　元気から！
　健康な歯を保つことでおいしくご飯を食べることができ、いつまでもいきいきとした生活を
送ることができます♪この機会に子どもから大人まで歯の健康について考えてみましょう！

日時　６月27日（木）
　　午前10時～正午（受付は9時30分～）
内容
•講演会
　「健康な歯と口は一生の宝物
　　　～ 親子で目指そう8020！～」
   講師　田村歯科クリニック
　　　　　　　　　田村佳則　歯科医師
•歯科衛生士による
　親と子のブラッシングレッスン
　場所　生き生きプラザ斑鳩
　　　　　　　　　２階大会議室
　先着　60人
　※託児あり（予約制・先着20人）
　※申し込みは６月26日（水）まで

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

対
象　
40
歳
以
上
の
人

※�

現
在
歯
の
治
療
を
受
け
て

い
な
い
人

※�

勤
務
先
等
で
同
様
の
検
診

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
人

内�

容　
問
診
・
口
腔
内
の
診

察
実�
施
期
間　
平
成
26
年
２
月

28
日（
金
）ま
で

費
用　
年
１
回
無
料

持�

物　
検
診
票
・
健
康
手
帳
・

保
険
証

※�

検
診
票
、
健
康
手
帳
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し

て
い
ま
す
。

受�

診
方
法　
町
内
委
託
医
療

機
関
に
事
前
に
申
し
込
む

【
検
診
委
託
医
療
機
関
】

宇
治
歯
科
医
院
・
内
田
歯
科

医
院
・
こ
う
の
歯
科
医
院
・

田
村
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
な

か
に
し
歯
科
医
院
・
平
田
歯

科
医
院
・
平
山
歯
科
医
院
・

船
田
歯
科
医
院
・
吉
村
歯
科

医
院
・
芳
本
歯
科
医
院

歯の健康セミナー

　しっかりよくかむことで、全身の機能が活性化
され、だ液の分泌が高まります。だ液は食べ物の
消化を助けるだけでなく、口の中を殺菌し、歯垢
をつきにくくすることで歯と口の病気を防ぐ効果
があります。しっかりよくかんで、だ液による歯
と口の健康効果を最大限に活かしましょう。

●口の中を殺菌・消毒する。
●歯のエナメル質保護や再石灰化を促進。
●�酵素により食べ物の消化、吸収を助け、
食道や胃の粘膜を保護する。
●�がんや動脈硬化などの原因ともいわれる
活性酵素を除去する。

だ液の効用

健 康 豆 知 識 ～ しっかりよくかんで食べる ～


